
解説します

「
暮
ら
し
や
す
い
未
来
都
市
・
茅
野
」

と
は
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
市
民

が
暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
。

２
０
３
０
年
頃
の
実
現
に
向
け
て
茅
野

市
が
目
指
す
未
来
の
姿
で
す
。

　
茅
野
市
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
を
克
服
す
る
た
め
に
「
第
２
次
茅
野

市
地
域
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
地
域
の
担
い
手

と
な
る
若
者
の
移
住
・
定
住
を
促
す
た

め
に
、
魅
力
あ
る
仕
事
の
創
出
や
子
育

て
環
境
の
整
備
を
進
め
て
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
を

進
め
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
市
民
が
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
な
る
た
め
に

は
、
若
者
の
増
加
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
健
康
に
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
の
医
療
・
福
祉
・
環
境
や
、

公
共
交
通
等
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
に
、Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

の
先
端
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
新
た
な
地
域
公
共

交
通
の
仕
組
み
で
あ
る
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
の
ら
ざ
あ
」

の
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
行
き
た
い
時
に
行
き
た
い
場
所

へ
行
け
る
よ
う
に
Ａ
Ｉ
が
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
配
置
す
る
仕
組
み
で
す
。
こ

の
他
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
暮
ら

し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※

Ａ
Ｉ…

人
工
知
能
。
人
間
の
知
的
能
力

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
実
現
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
技
術
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
。

※

Ｉ
ｏ
Ｔ…

Internet of Things

の
略
。

物
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
相
互
に

情
報
交
換
す
る
仕
組
み
。

※
※

次
ペ
ー
ジ
で

「暮
ら
し
や
す
い
未
来
都
市
・
茅
野
」

で
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
紹
介
し
ま
す

暮
ら
し
や
す
い
未
来
都
市
・
茅
野

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策

先
端
技
術
を
活
用
し
た

生
活
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　成人を迎えられた皆さん、おめでとうございます。
　これからの時代を担う皆さんが心身ともに健やかに成長し、立派な成人になられましたことを心からお
祝い申し上げます。
　過日、新型コロナウイルス感染状況を鑑みて成人式を中止する苦渋の決断をいたしました。令和３年成
人式を楽しみにされていた新成人、ご家族の皆様には大変残念なお知らせとなりました。この先、新型コ
ロナウイルスが一日も早く終息することを願うばかりです
今、時代は急速に変化する中、これからの社会で生活していく皆さんは、新しい考え方、新しい働き方
が求められる時代の転換期に差し掛かっています。どうか、この苦しい状況下においても困難を乗り越え
た先にある未来に向かって歩みを進め、新しい時代の担い手としてご活躍されることを期待しています。
　現在、茅野市では「若者に選ばれるまち」を目指して様々な取り組みを行っています。新成人の皆さん
には茅野市の魅力を外に向けて発信していただき、まちづくりの主役として積極的に参加していただきま
すことを期待するとともに、豊かで柔軟な発想と果敢な行動力を持って、力を合わせて地域の発展を担っ
ていただきますよう願っています。
　成人として、これからは様々な権利を得るとともに社会的義務を果たすことが求められます。皆さんお
一人おひとりが知性と感性を磨かれ、自らの目標に向かって一歩一歩着実に前進されますことを心からお
祈り申し上げます。

　今年は、私たち新成人がこれから大人として生きていく節目の年であると同時に20年間を振り返る年
でもあると思います。成人を迎えた今、これまでの日々を振り返ると、私の人生は数えきれないほど多く
の選択の上に成り立っていると感じます。人生を大きく左右することから日常の些細なことまで多くの選
択をしてきました。その１つ１つの選択が私のこれまでの20年間を構成していて、何か１つでも別の選
択をしていたら違う人生を歩んでいたと思います。様々な選択肢があり、別の選択をすることも出来たの
かもしれません。しかし、私が20年間で選択してきたことによって友人や先生方など私の人生に欠かす
ことが出来ない人たちに出会うことができ、かけがえのない日々を過ごすことが出来たのだと思います。
　私が20年間の中で特に印象に残っているのは、茅野市を離れ、大学に進学すると決断したことです。
私は現在、上京し、大学で法律を学んでいます。慣れ親しんだ土地を離れ、見知らぬ土地で１人で生活す
ることは不安でいっぱいでした。しかし、新しい場所で自分の力で生きていかなくてはいけないという気
持ちから大学での勉学に加え資格取得やアルバイト、ボランティアなど今まで自分が挑戦してこなかった
ことに積極的に取り組むことが出来るようになりました。地元を離れ、大学に進学するという選択は、私
に新しい学びや自分と異なる多様な価値観を持つ人たちとの出会いを与えてくれました。
　また、新しい土地で生活するようになり、より故郷のありがたみを感じるようになりました。いつでも
帰ってこられる故郷の存在は私にとって大きな心の支えであり、故郷があるから新しい場所で自分のやり
たいことに真摯に取り組むことが出来るのだと思います。帰る場所があることに感謝し、少しでも茅野市
に貢献できる人になりたいです。
　これからの人生の中でも大きな選択をすることが何度もあると思います。その度によく考え、悩み、選
択肢に溢れる人生を楽しみたいです。成人式を開催することは出来ませんでしたが、同じ年に生まれ、同
じ土地で生まれ育った新成人の皆さんがそれぞれの場所でご活躍されることを願い、ご挨拶とさせていた
だきます。　　　

茅野市長　　今井　　敦

新成人代表　　小深田　芽衣

新成人の決意
～新成人代表から～

～茅野市長から新成人の皆さんへ～
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